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『ｅｓ
４
』
は
、
遊
技
機
の
管
理
に

必
要
な
「
す
べ
て
の
業
務
」
を
飛

躍
的
に
省
力
化
・
高
精
度
化
で
き

る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
全
国
の
パ
チ

ン
コ
ホ
ー
ル
の
２
割
近
い
１
２
０
０

店
舗
以
上
が
採
用
。
今
な
お
、

導
入
店
舗
は
増
加
し
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
１
店
舗
あ
た
り

月
額
５
０
０
０
円
と
い
う
圧
倒
的

な
低
価
格
で
あ
り
な
が
ら
、以
下
、

実
用
的
で
多
彩
な
機
能
を
備
え
て

い
る
か
ら
だ（
以
下
は
主
な
機
能
）。

●
ミ
ス
な
く
大
幅
に
時
間
短
縮

　

で
き
る
入
替
書
類
の
作
成

●
高
度
で
正
確
な
在
庫
管
理
（
倉

　

庫
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
）

●
販
社
連
携
に
よ
る
書
類
自
動

導入ホールからは「他システムと比較して、圧倒的に低価格で高機能。なおかつシンプルで使いやすく、
使う人のことを細部までしっかりと考えたシステム」と評される。

『es4』事業責任者
㈲イージス 中村祐太氏

変更承認申請書等作成／在庫管理システム　es4（イーエスフォー）

月
額
５
０
０
０
円
で
、こ
こ
ま
で
で
き
る
！ 

１
２
０
０
店
舗
以
上
導
入
の
業
界
最
高
峰
シ
ス
テ
ム

『
ｅｓ
４
』（
開
発
・
運
営
／
㈲
イ
ー
ジ
ス
）は
圧
倒
的
低
価
格
に
加
え
、遊
技
機
の
管
理
に
必
要
と
な
る「
す
べ
て
の
機
能
」を
備
え
た

業
界
最
高
峰
の
シ
ス
テ
ム
。コ
ス
ト
削
減
と
省
力
化
の
必
要
性
が
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
現
在
、改
め
て
そ
の
魅
力
に
迫
っ
て
み
た
い
。

業
界
最
高
峰
シ
ス
テ
ム

そ
の
理
由
と
は
？

　

遊
技
機
管
理
の 「 

す
べ
て 

」 

を
イ
ー
ジ
ー
に
！

経営支援特集_コスト削減&省力化できる必殺の一手！

　

受
け
渡
し（ｅｓ
４ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）

●
検
定
通
知
書
・
撤
去
遊
技
機

　

明
細
書
の
管
理

●
遊
技
機
取
扱
説
明
書
の
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド

●
ホ
ー
ル
コ
ン
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

　

ト
へ
の
設
置
機
種
の
自
動
更
新

●
遊
技
機
の
資
産
償
却
管
理
（
オ

　

プ
シ
ョ
ン
機
能
）

　
「
当
初
、『ｅｓ
４
』
は
書
類
作
成

と
在
庫
管
理
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て

開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ル
様

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
も
と
に
機

能
改
善
・
機
能
拡
張
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ホ
ー
ル
様

に
と
っ
て
実
用
的
な
新
機
能
を
追

加
し
て
い
く
方
針
で
、
進
化
し
続

け
る
こ
と
が
『ｅｓ
４
』
の
最
大
の

特
徴
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（『ｅｓ

４
』
事
業
責
任
者
の
㈲
イ
ー
ジ
ス

中
村
祐
太
氏
）。

　

物
価
高
騰
に
よ
る
経
費
圧
迫
や

人
手
不
足
を
解
消
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
、『ｅｓ
４
』
を
超
え
る
も
の

は
な
い
と
断
言
で
き
そ
う
だ
。

✓遊技機入替時に必要なすべての書類作成
✓高度で正確な在庫管理（QR対応）
✓遊技機販社連携システム『LINKS』
✓本部での一元管理システム
✓検定通知書スキャニングシステム『K+』
✓遊技機資産償却管理システム
✓遊技機取扱説明書データベース
✓ファン向けサイト設置機種自動更新
✓ホールコンピュータ入替設定自動連携

主な機能

□
□
□
□
□
□
□
□
□

進
化
し
続
け
る
こ
と
が

『
ｅ
ｓ
４
』の
使
命


